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研究目的 

2008年秋に起こったリーマンショックは，従来の景気循環にないスケールとスピードで急激な環境変化

をもたらし，世界的経済危機を引き起こしました。グローバルな経済活動が各国経済を大きく支え，世界

中を網羅する金融システムになった現代においては，さまざまな金融市場の短期的変動が各国経済に及ぼ

す影響が大きくなってきています。世界の金融市場および実体経済で現在何が起こっているかを客観的に

把握しその行方を検証するために，統計理論に基づいた数理モデルを構築し，構造変化を忠実に反映する

データに適切にフィットするようなモデリングを目指しています。 

研究内容 

世界的経済危機で注目を浴び始めたソブリンリスク（国の信用リスク）は新しい尺度で，それに関して十

分な情報を得ることは容易ではありません。しかしながら，引き続き発生した欧州信用不安の懸念におい

てもソブリンリスクはその行方を示唆する重要な尺度となっています。時々刻々と変わっていく世界市場

や実体経済において，現在何が起こっているかを適切に表現できる指標を作成することは今後の行方を検

証するために必要不可欠であります。本研究は，統計的モデリングに基づき，その指標のひとつと考えら

れる「分布依存型インデックス」を開発しました。これにより，ソブリンＣＤＳ市場の価格変動からソブ

リンリスクインデックスを作成し，欧州危機の波及効果を検出しました。「分布依存型インデックス」に

よって，未成熟な新しい金融商品の市場状況や速報段階での経済指標のトレンドなど，不十分な情報のも

とでも客観的に現状を把握することができます。また，統計的手法によってグローバルな金融・経済の動

向の把握が容易になり，株式，債券など個別市場の分析を越えたクロスアセット分析も可能となります。 

用  途 
急成長で情報が不十分な未成熟金融市場や情報が未整備の経済指標の分析のために，統計的処理に基づい

た新しい指標で不十分な情報を補間することができます。 
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関連画像 

価格分布依存型ソブリンリスク指標による欧州危機の波及効果 分布依存型景気インデックスからみた世界経済 
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